
はじめに
本稿では、世界の主な天然でん粉（コーンスター

チ、タピオカでん粉、ばれいしょでん粉、小麦でん

粉）および化工でん粉の2018年の生産・消費動向

および2020年までの消費見通しについて、英国の

調査会社LMC Internationalの調査結果を中心に報

告する。

本稿に関する注意点

○でん粉は、基本的に需要に応じた量が生産・供給

される体制であることから、世界全体において、

一部を除き生産量≒消費量であり、在庫について

は考察していない。

○本稿における調査対象は、天然でん粉、化工でん

粉のみであり、糖化製品は、含まれていない。

○数値については、すべて製品重量ベースである。

○本稿中の為替レートは10月末日TTS相場の値で

あり、１ユーロ＝123円（122.96円）である。

１．生産概況
2018年の世界のでん粉生産量は、4193万トン

（前年比2.0％増）とわずかに増加した（図１）。生

産量のうち、コーンスターチが全体の約45％と最

も多く、次いで、化工でん粉が約22％、タピオカ

でん粉が約21％、ばれいしょでん粉および小麦で

ん粉がともに約５％となっている。

増減の推移を見ると、でん粉全体では、2000年

の調査以降、一貫して増加傾向にある。タピオカで

ん粉は前年比2.1％減とわずかに減少したものの、

その他のでん粉が前年を上回り、特に小麦でん粉は、

市場規模としては小さいものの、同4.6％増と最も

高い増加率を示した（表１）。

でん粉価格は、需給バランスよりも原料価格の変

動による影響を大きく受ける。2018年の各種でん粉

の輸出単価（注）を見ると、すべてのでん粉で前年を上

回った（図２）。昨年までは下落傾向となっていたタ

ピオカでん粉は一転急騰し、コーンスターチを上回っ

た。これは、主要輸出国のタイやカンボジア、ベトナ

ムといったキャッサバの主産地で天候不順やキャッ

サバモザイク病などの流行によって生産量が減少し、

72 砂糖類・でん粉情報2019.12

海外情報

【要約】
　2018年の世界のでん粉生産量は、前年からわずかに増加した。種類別にみると、タピオカでん粉が前
年をわずかに下回ったが、その他で前年を上回り、特に小麦でん粉は市場規模としては小さいものの、最
も高い増加率を示した。消費量は、2018年にタピオカでん粉が一時的にマイナス成長になったものの、
2019、2020年といずれのでん粉においても堅調に推移するものと見込まれている。

世界のでん粉需給動向

調査情報部



２．種類別動向
（１）コーンスターチ
コーンスターチの生産は、アジアが生産量全体の

約７割を占め、次いで北米、欧州などとなっている

（表２）。2018年の地域別生産量を見ると、北米以

外のすべての地域で前年を上回った。消費量を見て

も、生産と同様、アジアを中心に北米、欧州が主要

地域であり、2018年は中米・カリブ海以外のすべ

ての地域で前年を上回った。消費量は、2019年は

前年と同じく中米・カリブ海のみ前年を下回るとさ

れているものの、2020年にはすべての地域で前年

を上回る見込みである。

コーンスターチの最大の生産国であり、世界需要

のうち３分の２を占める中国では、食品産業および

工業分野からの需要の高まりにより、生産量が堅調

に伸びている。また、消費については、配送の際に

使われる包装や製紙向けが今後も堅調に推移するも

表１　種類別でん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2016 年 2017 年 2018 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

コーンスターチ 17,514 18,039 18,747 3.9% 17,432 18,023 18,449 2.4% 18,826 2.0% 19,168 1.8%

タピオカでん粉 8,626 8,915 8,730 ▲ 2.1% 8,580 8,904 8,733 ▲ 1.9% 8,990 2.9% 9,333 3.8%

ばれいしょでん粉 1,815 1,930 1,952 1.1% 1,812 1,916 1,944 1.4% 1,947 0.2% 2,031 4.3%

小麦でん粉 1,744 1,856 1,942 4.6% 1,770 1,856 1,948 4.9% 2,012 3.3% 2,095 4.1%

化工でん粉 8,641 8,961 9,100 1.6% 8,593 8,921 9,192 3.0% 9,394 2.2% 9,735 3.6%

その他 1,363 1,427 1,459 2.2% 1,383 1,408 1,451 3.1% 1,494 3.0% 1,540 3.0%

合計 39,703 41,128 41,930 2.0% 39,569 41,029 41,716 1.7% 42,665 2.3% 43,902 2.9%

資料：LMC International
注１：2019年以降は予測値。
注２：四捨五入の関係から、合計と増減率は必ずしも一致しない。

原料価格が高騰しているためであるとみられる。こ

れを受け、東南アジアの多くの国々では、価格が上

昇したタピオカでん粉から価格が比較的安定してい

るコーンスターチへ輸入の転換が図られている。

（注）便宜上、輸出単価（世界平均）を用いる。

図２　種類別でん粉の輸出単価の推移
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表２　コーンスターチ生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2016 年 2017 年 2018 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 480 499 552 （2.9） 10.6% 619 631 649 （3.5） 2.8% 651 0.4% 667 2.5%

アジア 12,169 12,533 13,185 （70.3） 5.2% 12,229 12,693 13,039 （70.7） 2.7% 13,391 2.7% 13,667 2.1%

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 76 70 68 （0.4） ▲ 2.3% 67 ▲ 2.3% 73 8.9%

欧州 1,837 1,973 1,990 （10.6） 0.9% 1,605 1,662 1,714 （9.3） 3.2% 1,730 0.9% 1,752 1.3%

北米 2,450 2,475 2,460 （13.1） ▲ 0.6% 2,365 2,420 2,430 （13.2） 0.4% 2,435 0.2% 2,440 0.2%

大洋州 60 62 62 （0.3） 0.0% 66 71 71 （0.4） 0.1% 71 0.1% 71 0.0%

南米 518 497 498 （2.7） 0.2% 472 477 477 （2.6） 0.1% 482 1.0% 497 3.2%

合計 17,514 18,039 18,747（100.0） 3.9% 17,432 18,023 18,449（100.0） 2.4% 18,826 2.0% 19,168 1.8%

資料：LMC International
注１：2019年以降は予測値。
注２：括弧内はその地域がコーンスターチ生産量または消費量全体に占める割合。
注３：四捨五入の関係から、合計と増減率は必ずしも一致しない。
注４：「0」は１トン未満を表し、「－」は事実不明なもの。

（２）タピオカでん粉
タピオカでん粉の生産は、アジアが生産量全体の

９割弱を占め、次いで南米、アフリカなどとなっ

ている（表３）。2018年の地域別生産量を見ると、

主産地であるアジアおよび南米で前年を下回ったも

のの、それ以外の生産地域ではやや増加している。

消費地域も、アジアが消費量全体の約９割を占め最

も多く、次いで南米、アフリカなどとなっている。

同年の消費量は、主要地域であるアジアの減少に

よって、全体でも前年に比べ減少している。2019

年以降の消費量は再び、いずれの地域も前年を上回

るとされている。

世界最大のタピオカでん粉の生産・輸出国である

タイでは、2017年６月から2018年３月の９カ月

で、キャッサバ価格が１トン当たり50ドルから同

100ドルと２倍になった。これは、干ばつが発生し

た上に洪水が起こり、天候が生育に悪影響を及ぼし

たためである。また、タイに次ぐ主産地であるカン

ボジアやベトナムでは、キャッサバモザイク病の流

行によって減産となった。ただし、2018年後半か

ら2019年初めにかけて、タイでの天候回復や、収

益性の劣るサトウキビからのキャッサバへの転作な

どによって作付面積が増加しており、原料価格は下

落傾向にある。

のとみられている。

中国におけるトウモロコシ価格は、2008年から

行っていた臨時備蓄制度により在庫が積み上がり、

低下していた。2016年に同制度を廃止したが低下

は続き、2017年末から持ち直したものの、依然と

して低水準で推移している。また、2018年はASF

（アフリカ豚コレラ）の発生によって、養豚飼料向

けのトウモロコシの消費が減少した。さらに、トウ

モロコシから補助金額のより高い大豆へ転作が進ん

でいることから、2019年のトウモロコシ作付面積

は減少するものとみられている。
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表３　タピオカでん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2016 年 2017 年 2018 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 192 202 211 （2.4） 4.5% 214 215 229 （2.6） 6.4% 240 4.7% 250 4.5%

アジア 7,650 7,954 7,734 （88.6） ▲ 2.8% 7,430 7,723 7,513 （86.0） ▲ 2.7% 7,734 2.9% 8,039 3.9%

中米・カリブ海 4 3 6 （0.1） 2.0 倍 5 6 5 （0.1）▲ 15.8% 5 3.1% 5 3.6%

欧州 0 0 0 （0.0） － 39 48 56 （0.6） 15.6% 56 0.9% 57 1.4%

北米 0 0 0 （0.0） － 107 116 121 （1.4） 4.3% 126 4.1% 131 4.0%

大洋州 0 0 0 （0.0） － 17 17 16 （0.2） ▲ 5.5% 21 32.2% 21 0.6%

南米 780 756 779 （8.9） ▲ 3.0% 768 779 793 （9.1） 1.8% 808 1.9% 829 2.6%

合計 8,626 8,915 8,730（100.0） 2.1% 8,580 8,904 8,733（100.0） ▲ 1.9% 8,990 2.9% 9,333 3.8%

資料：LMC International
注１：2019年以降の消費量は予測値。
注２：括弧内はその地域がタピオカでん粉生産量または消費量全体に占める割合。
注３：四捨五入の関係から、合計と増減率は必ずしも一致しない。
注４：「0」は１トン未満を表し、「－」は事実不明なもの。

コラム１　キャッサバの原産地、南米ブラジルの「タピオカ」
タピオカでん粉の原料であるキャッサバは、南米が原産地である。キャッサバはタピオカでん粉に加工さ

れるほか、食事や菓子の原料として利用されている。ブラジルのポンデケージョは日本でもよく見られるよ

うになったが、これ以外にもブラジルにはタピオカでん粉を利用した伝統的な食べ物があり、現地ではこれ

らを「タピオカ（tapioca）」と呼んでいる。なお、タピオカという言葉はブラジル先住民の言葉が由来と

される。

ブラジルのタピオカは、すりおろしたキャッサバを水にさらし残った物質（でん粉）を熱したフライパン

に薄く広げ、焼いたもちもちとした食感のクレープのようなものである。（日本では粒状のタピオカパール

が入ったドリンクのほうが有名なため、「タピオカクレープ」と呼んでいる場合がある。）これだけだと味が

ないため、コンデンスミルクやチーズなどを挟んで半月状にして、手に持って食べられる軽食とする。甘い

ものではコンデンスミルクとココナツファイン（乾燥させた繊維状のココナツ）やミルクキャラメル、ジャ

ムなど、塩味のものではチーズや鶏肉や牛干し肉をほぐしたものを挟むなど、小麦粉のクレープのようにさ

まざまな味で楽しめる。

このタピオカは、ブラジルでも北部・北東部でもともと食べられていたもので、場所によってはタピオカ

にバターを塗っただけのものが朝食として食べられており、現地の生活に根付いたものであることがうかが

える。リオデジャネイロやサンパウロなど南東部の大都市では、以前、北東部出身者の屋台で売られている

タピオカをたまに見かける程度だったが、ここ数年で小ぎれいなカフェなどでも販売されるようになってい

る。この背景として、キャッサバやタピオカでん粉にはグルテンが含まれておらず、欧州などのグルテンフ

リー食のブームがブラジルでも起こっていることなどが挙げられる。
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（３）ばれいしょでん粉
ばれいしょでん粉の生産は、欧州が生産量全体の

約６割を占め、次いでアジア、北米などとなってい

る（表４）。2018年の地域別生産量を見ると、ア

ジアは前年を上回ったものの、欧州と北米は前年を

下回った。消費量を見ると、アジアが最大の消費地

域で、その他、欧州、北米が主要地域となっており、

2018年は、これら主要消費地域を中心に前年を上

回った一方、消費量が少ない中米・カリブ海は前年

を下回った。2019年の消費量は一部地域で減少す

るものの、2020年はいずれの地域も前年を上回る

とされている。

主産地である欧州では、2018年の干ばつによっ

て、でん粉用ばれいしょが減産となった。原料の不

足などによってでん粉用ばれいしょの価格が高騰

し、これはでん粉の価格へ転嫁された。これによっ

て、2019年のでん粉価格は1.5倍に高騰している

ケースもみられる。
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コラム−写真１
タピオカでん粉。これをフライパンに広げて焼く。

コラム−写真３
半分に折りたたまれたタピオカ

コラム−写真２
クレープ状のタピオカにジャムやココナツファイン
を乗せる。

コラム−写真４
タピオカの断面図。タピオカでん粉特有のもちもち
とした食感が楽しめる。



表４　ばれいしょでん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2016 年 2017 年 2018 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 0 0 0 （0.0） － 15 12 12 （0.6） 0.8% 12 1.0% 13 7.0%

アジア 624 628 684 （35.0） 8.9% 899 994 1,010 （52.0） 1.6% 1,026 1.6% 1,085 5.8%

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 9 9 9 （0.4） ▲ 7.1% 9 ▲ 0.1% 9 8.7%

欧州 1,088 1,212 1,183 （60.6） ▲ 2.4% 623 628 637 （32.8） 1.5% 625 ▲ 1.8% 637 1.9%

北米 101 88 83 （4.3） ▲ 5.7% 220 220 220 （11.3） 0.0% 220 0.0% 230 4.5%

大洋州 0 0 0 （0.0） － 11 11 12 （0.6） 7.7% 12 0.0% 12 0.0%

南米 2 2 2 （0.1） 0.0% 36 43 44 （2.3） 4.3% 44 ▲ 1.4% 45 3.4%

合計 1,815 1,930 1,952（100.0） 1.1% 1,812 1,916 1,944（100.0） 1.4% 1,947 0.2% 2,031 4.3%

資料：LMC International
注１：2019年以降の消費量は予測値。
注２：括弧内はその地域がばれいしょでん粉生産量または消費量全体に占める割合。
注３：四捨五入の関係から、合計と増減率は必ずしも一致しない。
注４：「0」は１トン未満を表し、「－」は事実不明なもの。

（４）小麦でん粉
小麦でん粉の生産は、欧州が生産量全体の約５割

を占め、次いでアジア、大洋州などが主産地となっ

ている（表５）。また、2018年の地域別生産量を見

ると、南米、欧州で減少したものの、その他の地域

では軒並み増加した。消費量を見ても、欧州、アジ

アが主要地域であり、2018年は消費量が比較的少

ない中米・カリブ海、南米を除いて、前年を上回った。

2019年の消費量は中米・カリブ海、南米、アフリ

カでの減少が見込まれるものの、2020年にはこれ

らすべての地域で回復することが予測されている。

小麦でん粉は、コーンスターチやタピオカでん粉

に比べて生産量が少ないが、植物性たんぱく質需要

の高まりにより、副産物として生産されるグルテン

の収益性が良いことから、小麦でん粉は価格競争力

が高い（注）。欧州ではトウモロコシから小麦にでん

粉原料を切り替えたり、新たな製造工場への投資が

行われたりするなど、今後の成長が期待されている。

注：�小麦グルテンは、食品のほか、ペットフードや水産養殖用
飼料などさまざまな用途に利用されている。

表５　小麦でん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2016 年 2017 年 2018 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 0 0 0 （0.0） － 9 9 10 （0.5） 12.7% 10 ▲ 2.1% 10 3.6%

アジア 551 586 625 （32.2） 6.7% 658 724 799 （41.0） 10.3% 865 8.2% 921 6.5%

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 2 1 1 （0.1） ▲ 9.0% 1 ▲ 16.5% 1 5.0%

欧州 959 988 977 （50.3） ▲ 1.1% 935 940 956 （49.1） 1.7% 957 0.1% 983 2.7%

北米 84 81 84 （4.3） 3.7% 80 90 90 （4.6） 0.1% 91 0.1% 91 0.0%

大洋州 110 160 220 （11.3） 37.5% 52 58 58 （3.0） 0.4% 58 0.2% 58 0.0%

南米 40 41 36 （1.9）▲ 12.2% 34 33 32 （1.7） ▲ 3.2% 31 ▲ 3.8% 31 0.8%

合計 1,744 1,856 1,942（100.0） 4.6% 1,770 1,856 1,948（100.0） 4.9% 2,012 3.3% 2,095 4.1%

資料：LMC International
注１：2019年以降の消費量は予測値。
注２：括弧内はその地域が小麦でん粉生産量または消費量全体に占める割合。
注３：四捨五入の関係から、合計と増減率は必ずしも一致しない。
注４：「0」は１トン未満を表し、「－」は事実不明なもの。
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（５）化工でん粉
化工でん粉の生産は、アジアが生産量全体の約４

割を占め、次いで欧州、北米などとなっている（表

６）。2018年の地域別生産量を見ると、南米、北米、

アフリカを除いた地域で増加した。消費量を見ると、

生産地域と同様、アジア、北米、欧米が主要消費地

域であり、2018年はすべての地域で前年を上回っ

た。アジアでの増加が目立つ背景には、中国におけ

る需要の増加がある。消費量は、2019年、2020

年とも、いずれの地域も前年を上回ると予測されて

いる。

化工でん粉は、全でん粉の中で、コーンスターチ

に次いで大きな市場であり、消費量増加率は前年比

3.0%と、前年に引き続き増加傾向にある。欧米で

は、政府によって安全性が確認されているもので

あっても化学的な添加物を避ける傾向にある消費者

の増加によって、食品製造企業はクリーンラベル（添

加物を含まず、消費者に分かりやすく食品成分を表

示すること）への対応が求められている。こういっ

た状況下で、特に化工でん粉の中でも化学変性を加

えず、加熱などの物理的な変性を加えたものは、機

能性を持ちつつも自然な食品原料とみなされること

から、需要が高まる傾向にある。

表６　化工でん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2016 年 2017 年 2018 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 30 25 25 （0.3） 0.0% 116 124 125 （1.4） 0.6% 131 4.8% 137 4.6%

アジア 3,598 3,808 3,919 （43.1） 2.9% 3,815 3,977 4,186 （45.5） 5.2% 4,348 3.9% 4,565 5.0%

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 18 19 19 （0.2） 1.4% 20 4.0% 21 4.2%

欧州 2,311 2,382 2,409 （26.5） 1.1% 2,040 2,082 2,124 （23.1） 2.0% 2,138 0.7% 2,175 1.7%

北米 2,290 2,335 2,320 （25.5） ▲ 0.6% 2,140 2,250 2,255 （24.5） 0.2% 2,265 0.4% 2,325 2.6%

大洋州 75 75 95 （1.0） 26.7% 99 100 105 （1.1） 5.0% 110 4.7% 115 4.5%

南米 337 336 332 （3.6） ▲ 1.2% 365 368 378 （4.1） 2.6% 382 1.2% 397 4.0%

合計 8,641 8,961 9,100（100.0） 1.6% 8,593 8,921 9,192（100.0） 3.0% 9,394 2.2% 9,735 3.6%

資料：LMC International
注１：2019年以降は予測値。
注２：括弧内はその地域が化工でん粉生産量または消費量全体に占める割合。
注３：四捨五入の関係から、合計と増減率は必ずしも一致しない。
注４：「0」は1トン未満を表し、「−」は事実不明なもの。

コラム２　タピオカドリンクに含まれる「タピオカ調製品」
日本でブームとなっているタピオカドリンクに使われるパール（粒）状のタピオカは、タピオカでん粉か

ら作られ、タピオカパールと呼ばれている。ただし、日本へ輸入される際、多くのものは、輸入統計品目番

号1903.00-000「タピオカ及びでん粉から製造したタピオカ代用物（フレーク状、粒状、真珠形、ふるい

かす状その他これらに類する形状のものに限る。）」に分類されるとみられる。タピオカドリンクに使われて

いるものの多くが、海外でタピオカでん粉を粒状に成型、着色し、ゆでればすぐに使えるように加工された

調製品として輸入されているためである。なお、タピオカでん粉自体は白く、ゆでると半透明になるため、
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コラム−図　タピオカでん粉とタピオカ調製品の輸入の推移

資料：財務省「貿易統計」
注１：HSコード　タピオカでん粉：110814、タピオカ調製品：190300
注２：2019年は１～９月累計値。

（参考）�『砂糖類・でん粉情報2018年９月号』　「台湾のでん粉生産の状況」https://www.alic.go.jp/
joho-s/joho07_001802.html

黒いものはカラメル色素などで着色されている。タピオカでん粉に限らず、原料に調味料が添加されてい

るものなどは「調製品」と呼ばれる。

なお、タピオカドリンク発祥の地とされる台湾では、2016年時点でキャッサバはほとんど作られておら

ず、タピオカでん粉を東南アジアから輸入し、台湾で調製品に加工しているものとみられる。

一方、当機構で「タピオカでん粉」として取り上げているものは、粉末状で菓子や加工食品などの食品

産業用や製紙や段ボールなどの工業用に使われるものが主であり、輸入統計品目番号は1108.14の「マ

ニオカ（カッサバ）でん粉」（注）に分類される。先述のタピオカパールの輸入量は増加しているものの、

2018年のタピオカでん粉の輸入量はタピオカ調製品の40倍以上多く、圧倒的に数量が異なる（コラムー

図）。なお、2018年のでん粉が１トン当たり５万3310円であることに対して、調製品は同29万3079円

と価格にも大きな差がある。なお、2019年９月時点で、タピオカ調製品の輸入量の増加と単価の上昇が目

立つ。

食品・非食品とさまざまな用途があるタピオカでん粉は、タピオカドリンクブームよりも前から、われ

われの生活に欠かせないものだったのである。

注：キャッサバはマニオカ、カッサバなどとも表記される。
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おわりに
世界のでん粉消費量は2018年以降、年約３％の

割合で増加し、2023年には4800万トンに迫る勢

いであると予測される（図３）。コーンスターチで

約９％、その他のでん粉で15％前後増加すると見

込まれており、特にタピオカでん粉の増加率は高く、

また副産物のグルテン需要の高まりによって、価格

が安定している小麦でん粉についても拡大すると見

込まれている。また、化工でん粉は経済情勢の影響

を大きく受けるため正確な見通しを立てづらいもの

の、今後も消費量は堅調に推移すると見込まれる。

世界的なでん粉需要の高まりの一方で、干ばつ

によって2018年のタイのタピオカでん粉は減産し

た。欧州も同様に干ばつの影響によって、2018年

のでん粉用ばれいしょが不足し、それに伴いばれい

しょでん粉の価格が高騰した。世界的にでん粉の需

要は増加傾向にあるものの、供給側にはこういった

マイナス要因も発生しており、今後の生産について

も注視する必要がある。
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